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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。
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ご冥福をお祈りします。

川柳会をご紹介します。 城辺川柳会

橋本百代さんの話：川柳の渦をくぐり抜け

ると強い心が芽生えます。不動心を探して

川柳の道を歩いています。一緒に道を歩き

ませんか。

後列左から本多一会さん、橋本百代さん、

藤井ひろむさん、稲田つるみさん

前列左から藤森玉子さん、飯田律子さん、

木戸冨士子さん

（この他に本多暁さん、沖佐賀さんが所属し

ています）


